


て頻繁にのなるようになり,人生を花 にたとえたり

して遊んだりすることもあった。

中国の末代には花斉園芸が著 しい発達を示 したが,

その影響は平安木期の公家生活に及んだ。園芸を楽

しむ中で,品種の多様化をはかるとともに,花を草

木とあわせて手折ったとき,それぞれの花の美 しさ

にとどめず,枝葉を全体に美 しくすることを求める

ようになった。そうすることによって面 として,立

体 として,周 囲に調和させる中で美 しく造型するこ

とまで現われてきた。

南北朝から室町時代 にかけては,戦国の世に代表

されるように,公武の人びとは互いに疑心暗鬼で人

を見るようになったが,個人の実力に自信のないも

のは,他の仲間にする必要があった。そこで平素の

協同性を確認 し合える機会として,茶の湯や連歌 ,

能楽鑑賞など,種々の寄合が,公家,武家の間で度

々聞かれたものである。こうした寄合の流行の中で,

花会とい う催 しも流行 した。 この頃になると花瓶に

込葉をはめこんだ中に,花の草木を挿 し立てたもの

のようである。

1418年 (室町時代 )日 本最初の挿花家である立阿

弥の名前があります。当時将軍家は,花会の季節だ

つた七夕はもとより, 2月 は紅梅,水仙, 5月 は夏

菊,立秋には仙翁花 というふ うに季節の草花が諸家

か ら進上され,そ れがさらに禁裏へ贈 られるとい う

のが,年 中行事 となっていた。それらの花を将軍家

では同朋衆がいけて殿中の飾夕とした。その役を立

阿弥が した。 この時代に座敷飾 りを法式化 した,芸

阿弥 も出た。 この法式は今日で も伝統花がいさづい

ているのと同じに座敷飾りも生かされている。

「 なげいれ 」のいけばなが最初に見 られる文献は ,

室町期のいけばなの秋伝を編集 した「文阿弥花伝書」

に,「 なげいれ花 と云事はふねのはなの事つむなり

口伝 」とある。なげいれが茶の湯の愛好者に好まれ,

茶の席に飾られるようになった時代がある。1572年

から1590年 までの茶会の日記「津田宗及日記 Jに ,

季節の草木や花を「御馳走 とし」て「 いれ 」るとあ

る。利休による茶の湯の大成の中で,位置づけられ

た茶の湯のなげいれ (茶花 )は小間の茶室における

象徴 としていちづけられた。元禄年間には,紀 の国

屋文左衛F]に代表 される巨万の利益を得た新興町人

達は,伝統の重みを感 じない自由人達でもあって ,

彼 らの日常生活の奢移とあいまって広がっていつた。

1529年 には現存する日本最古の花伝書「宗清花伝

書 」が書かれた。著者は不明。

自然の草木を手折り,瓶 などに「 たてる」とい う

思考 とその所作は, この世に「たて花 」とい ういけ

ばなを咲かせた。「 たて花 Jが全盛をきわめた時代

は,1492年から1952年 (室町時代 )で ある。「 たて

花 Jが 7,80年 を経て後に「立花 Jと して変わ つた

と思われます。「 たて花 」が「立花 」と呼ばれるよ

うになったのはいつであるかわかりませんが,江戸

初期1683年 に刊行された「立花大全 」があるのでこ

の頃 と思われる。1542年 に池坊専応が相伝 した「花

伝書 」にもほぼ「立花 」と思われることが書れてい

る。1594年 から1800年 (安土桃山か ら江戸中頃まで)

は立花の全盛時代である。

1769年 に古流初代 。一志軒宗普が古流を創始 曖 。

1803年古流三世家元 。関本理遊 によつて,古流「生

花 」(池坊の立花 と同義語 )が 大成 された。

明治維新によって政治行政機構の大変革によって

多 くの伝統的な文化遺産を失なつたが,い けばなも

まった く見捨てられた存在であった。

江戸で最大の流派として盛名 のあった古流四世家

元・関本理翁は「 日々の生活の儀,殆 ど当惑つかま

つ り候 Jと 金沢の古流会頭近藤理清に援助をもとめ

た手紙を出 している。古流は加賀藩の庇護を うけ,

江戸と金沢に勢力を張っていたので,流そのものを
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